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お茶の水女子大学グローバル教育センター





交換留学派遣生
留学報告書の発刊にあたって

最近、日本の若者が「内向き志向」になり、積

極的に海外に出ていこうとしない点が政府の教育

再生懇談会や科学技術白書などでさかんに取り上

げられている。日本は他の諸外国と比べ、言語、文

化の均一性が高いといえるが、このことは多言語、

多文化化するグローバル社会に生きていく上で大

きなハンディともなりかねない。また日本で生活す

る外国人の数も増えており、多言語・多文化共生は

もはや日本もその例外ではなくな た 若いころか

派遣留学生の数を見ても2012年（派遣生34

名）は昨年（18名） 一昨年（17名）に比べて倍増し

ポーランド、ワジェンキ公園ショパン像前にて

もはや日本もその例外ではなくなった。若いころか

ら積極的に海外に出かけ、学びを得る環境を造成

することは、今の日本とその若者にとって非常に重

要なことであると言わざるをえない。 このような現

状認識と問題意識に立ち、本学では、グローバル

社会で活躍できる女性人材育成のために 協定校

名）は昨年（18名）、 昨年（17名）に比べて倍増し

ており、特に欧州とアジアへの留学生が増え、留

学先もこれまでのように米英など一部の国に限ら

れるということもなく、多様化が進んでいる。また

交換留学を終えた学生の声を聞いて見ても、単に

自身の専門分野だけでなく、グローバル社会に活社会で活躍できる女性人材育成のために、協定校

の拡大や、交換留学、海外語学研修をはじめとした

教育プログラムの充実に着手している。その結果、

現在、海外の協定校は48校（2012年2月現在）に増

え、2005年の時点と比べても倍増している。とりわ

け欧州や東南アジアなど、これまで協定校のなかっ

、

躍する女性人材育成という点でも一回りも二回り

も大きく成長して帰ってきていることがうかがわれ

る。

今回 このように交換留学生の留学報告書を
け欧州や東南アジアなど、 れまで協定校のなか

た国々の大学と次々と協定が締結された。このこと

は学生に海外留学において様々な選択肢を与える

ことにつながっている。

今回、このように交換留学生の留学報告書を

発行することになったのも、学生時代に海外に出

ていく意義と成果を内外に知っていただき、より多

くの学生が、より充実した留学生活を過ごすことが

できるようにするためである。この報告書の発行

が海外派遣のさらなるステップアップにつながる

一助となることを祈ってやまない。

森山 新
グローバル教育センター長



お茶大からの留学

私私たちグローバル教育センター（留学派遣担

当）は、世界24カ国50大学に上る協定校とお茶大

を結ぶ窓口として、皆さんの留学をバックアップして

います。毎年4月・10月の留学フェアでは、「海外留

学説明会」 交換留学派遣生ＯＧによる「帰国報告
ニューヨーク、ヴァッサー大学での
国際シンポジウムにて学説明会」、交換留学派遣生ＯＧによる「帰国報告

会」や「国別相談会」等を開催するほか、センターや

キャリアカフェにて個別の留学相談や情報提供に

応じています。また、派遣が決定した皆さんに対し

ては、渡航前後のオリエンテーション（異文化適応・

危機管理等） 留学中の安全確認や情報発信も

（これらは、優れた海外派遣短期プログラムに対

して支援を行う2011年度日本学生支援機構JASSO

のショートビジット支援金プログラムに採択されま

した）。いずれのプログラムでも、期待と同時に不

安や戸惑いでい ぱいだ た皆さんが 帰国して

国際シンポジウムにて

危機管理等）、留学中の安全確認や情報発信も

行っています。お茶大からの留学には、「協定大学

への交換留学（原則として半年～1年間）」と、春期・

夏期休業を使って実施される単位認定プログラム

である「海外短期（語学）研修」、協定大学のサマー

プログラムへの参加などがあります。交換留学は

安や戸惑いでいっぱいだった皆さんが、帰国して

輝くばかりの笑顔でセンターを訪ねて下さるのは、

私たちにとって最大の喜びです。日本にいては決

してできないかけがえのない経験が、若い皆さん

を大きく成長させてくれることは間違いありません。

本書は2010年度交換留学派遣生の留学経験談

お茶大に在籍しながら協定大学に派遣されるもの

で、一部例外を除き、本学に授業料を納めることで

交換留学先の授業料が免除され、履修単位も認定

されます。交換留学派遣生の人数は2009年度まで

10名前後でしたが、2010～11年度は各17名、2012

本書は2010年度交換留学派遣生の留学経験談

を中心に、これから留学を目指す方々にとって有

益な情報が詰まった冊子になっています。ぜひ参

考になさって、一人でも多くの方がお茶大から世

界へ羽ばたいてくださることを期待しています。

年度には32名になり、センターでの留学相談件数

も年々増加しています。お茶大生のグローバル化

への意識の高まりに触れることができるのはたい

へん嬉しく、誇らしいことです。また、長期休暇を

使った海外短期（語学）研修は、現在、夏期はマン

交換留学派遣にあたり、お茶の水女子大学

後援会様よりご提供いただいた国際交流事業基

金より、多額の奨学金を頂戴いたしました。こうし

チェスター大学、春期はオタゴ大学、モナシュ大学

にて実施され、各10名~25名程度が参加しています

た援助のおかげをもちまして、多くの学生が留学

の希望を叶えることができました。この場を借りま

して派遣生に代わり厚く御礼申し上げます。

岡村 郁子
グローバル教育センター講師



3
C t t 2010Contents 交換留学派遣生 留学報告書

2010

発刊にあたって
グローバル教育センター長 森山 新 教授

お茶大からの留学
グローバル教育センター 岡村 郁子 講師

WHO?
2010年度交換留学派遣生

WHEN?
交換留学プロセス： Programme Review Process交換留学プロセス： Programme Review Process 

WHERE?
交換留学派遣協定校

HOW?
留学生活の過ごし方、楽しみ方
2010年度帰国後アンケート集計データ

WHAT?
2010年度交換留学派遣生 留学報告書

妹尾 愛美

柳谷 萌美

都築 英恵

松田 彩奈

井上 知香

渡邊 奈津美都築 英恵

西澤 真奈未

松永 彌有子

切山 薫子

戸羽 美佳

渡邊 奈津美

奥住 遥

水流 みずき

古橋 まどか

山口 彩

出貝 朝子出貝 朝子

Editor’s Note
Takako Ochi, Associate Fellow, Global Education Centre



2010年度 大学間交流協定に基づく派遣学生
W H O

17

18

34

H22

H23

H24

9

9

H20

H21 交換留学実績
Number of Past Exchange Students

妹 尾 愛 美 （セノオ マナミ）

北京大学 歴史学系 （中国）
渡邊 奈津美（ワタナベ ナツミ）

ブッパタール大学 （ドイツ）

柳 谷 萌 美 （ヤナギヤ モエミ）

北京外国語大学 （中国）
吉田 実（ヨシダ ミノリ）

パリ・ディドロ大学 （フランス）

都 築 英 恵 宮野 友里都 築 英 恵 （ツヅキ ハナエ）

大連外国語学院 （中国）
宮野 友里（ミヤノ ユリ）

パリ・ディドロ大学 （フランス）

西 澤 真 奈 未 （ニシザワ マナミ）

梨花女子大学校 （韓国）
奥住 遥（オクズミ ハルカ）

ブレーズ・パスカル大学 （フランス）

松 永 彌 有 子 （マツナガ ミユコ）

梨花女子大学校 （韓国）
水流 みずき（ツル ミズキ）

ブ ズ パ カ 大学 （ ）梨花女子大学校 （韓国） ブレーズ・パスカル大学 （フランス）

切 山 薫 子 （キリヤマ カオルコ）

アンカラ大学 （トルコ）
古橋 まどか（フルハシ マドカ）

ロンドン大学SOAS （イギリス）

戸 羽 美 佳 （トバ ミカ）

モナシュ大学 （オーストラリア）
山口 彩（ヤマグチ アヤ）

マンチェスター大学 （イギリス）

松 田 彩 奈 （マツダ アヤナ）

パーデュー大学 （アメリカ）
出貝 朝子（デガイ アサコ）

マンチェスター大学 （イギリス）

井 上 知 香 （イノウエ チカ）

タンペレ大学 （フィンランド）



5
W

H
交換留学プロセス
Programme Review Process

留学準備 EN

留学決定後『交換留学派遣学
生募集要項』

配布開始
応募締切：10月下旬
学生選考：11～12月
学内内定：2月

7月
『国際交流事業基金

4月
『留学説明会』
交換留学を含む
お 茶 大 か ら の 留
学 全 般 に つ い て
の説明会に参加

2010年度派遣生奨学金授与式

その他留学前準備
 キャリアカフェde留学相談

毎週金曜日図書館1Fキャリアカフェで
出張留学相談を行っています

 English Lunch 
毎週月・金曜日センターで気軽に
「ランチタイム英会話」

『国際交流事業基金
海外奨学金授与式』
羽入学長はじめ機構長・副学長の
先生方もご臨席いただき、厳粛な雰
囲気の中、派遣生1人1人に国際交

流事業基金から奨学金の目録と賞
状が手渡されました。

5,6月
『事前研修』
4～5回の渡航前研修

を実施。「異文化理解」
や「危機管理」につい
ての指導

留学開始

アジア、アメリカ、ヨーロッ
パ等の場合、8月出発。

帰国後オセアニアは翌年1～2
月出発。韓国は同年度
内3月からの留学スター
トも可。

 帰国報告会

2010年度派遣学生

から 「危機管理」の

松田彩奈さん
パーデュー大学

山口彩さん
マンチェスター大学

柳谷萌美さん
北京外国語大学

 交換留学個別相談会
派遣留学生がそれぞれの留学
先のエリアを中心に、留学に関

古橋まどかさん
SOAS

切山薫子さん
アンカラ大学

から、「危機管理」の
目的も含めて、月に
１度、「留学近況報
告」を開始

渡邊奈津美さん
ブッパタール大学

する疑問や悩みの質問に答え
ました。



大学間学生交流協定一覧（部局間協定を含む）
WHERE


北
京
外
国
語
大
学


大
連
外
国
語
大
学


北
京
大
学


オ
ウ
ス
テ
ロ
ボ
テ
ニ
ア
先
端
科
学
大
学


タ
ン
ペ
レ
大
学


ト
ム
ス
ク
国
立
教
育
大
学

大
学

間
国

際
交

流
協

定
大

学

中
国

ロ
シ
ア

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド


復
旦
大
学


釜
山
大
学
校


ト
ム
ス
ク
国
立
教
育
大
学


マ
ウ
ン
ト
ア
リ
ソ
ン
大
学


ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大
学


パ
ー
デ
ュ
ー
大
学

カ
ナ

ダ

ア
メ
リ
カ

釜
山
大
学
校


淑
明
女
子
大
学


梨
花
女
子
大
学


同
徳
女
子
大
学


慶
北
大
学
校


韓
国
芸
術
総
合

学
校
舞
踊
院


ア
ン
カ
ラ
大
学


カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
ー
ビ
ス
校

韓
国

イ
ギ
リ
ス

ト
ル
コ

ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン


国
立
台
湾
大
学


国
立
政
治
大
学


国
立
台
北
芸
術
大
学


国
立
ハ
ノ
イ
教
育
大
学


マ
ン
ソ
ウ
ラ
大
学


カ
イ
ロ
大
学


オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学


ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学


マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学


ロ
ン
ド
ン
大
学
SO

AS

台
湾

イ
ギ
リ
ス

エ
ジ
プ

ト

ベ
ト
ナ

ム


カ
ブ
ー
ル
大
学


国
立
ハ
ノ
イ
教
育
大
学


プ
リ
ン
ス
オ
ブ
ソ
ン
ク
ラ
ー
大
学


タ
マ
サ
ー
ト
大
学


チ
ェ
ン
マ
イ
大
学


ア
ジ
ア
工
科
大
学
院
大
学


ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学

ポ
ー

ラ
ン
ド

タ
イ

ス
ロ
バ

キ
ア


ス
ロ
バ
キ
ア
工
科
大
学


モ
ナ
シ
ュ
大
学


ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ル
ズ
大
学


ア
ジ
ア
工
科
大
学
院
大
学


カ
レ
ル
大
学


ブ
カ
レ
ス
ト
大
学

ル
ー

マ
ニ

ア
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

チ
ェ
コ


オ
タ
ゴ
大
学


ウ
ィ
ー
ン
工
科
大
学


ブ
カ
レ
ス
ト
大
学

フ
ラ
ン
ス

ニ
ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン
ド

オ
ー

ス
ト
リ
ア

イ
タ
リ
ア


バ
ー
ギ
シ
ェ
ブ
ッ
パ
タ
ー
ル
大
学


ケ
ル
ン
大
学


ブ
レ
ー
メ
ン
応
用
科
学
大
学


パ
リ
・
デ
ィ
ド
ロ
大
学


ブ
レ
ー
ズ
パ
ス
カ
ル
大
学


ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学


ボ
ル
ド
ー
第
一
大
学


国
立
ナ
ポ
リ
大
学
オ
リ
エ
ン
タ
ー
レ

ド
イ
ツ
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帰国後
アンケート集計

2
学業について

留学後１か月後はフィンラン
ドを集中的に教えてくれる

日本では取れない授業も
取れたので良かった 自

W

留学生活の
過ごし方、
楽しみ方

アンケートは将来交換留学を希望す
る学生への情報提供のみならず派

ドを集中的に教えてくれる
サマースクールを受講。大
学院の授業はヨーロッパ社
会、福祉社会についてフィン
ランドの視点から新たなこと
が勉強できた点で有益。
（フィンランド：タンペレ、井
上）

授業についていくのはとて

取れたので良かった。自
分の専門分野の授業も日
本の授業とは違った角度
から学ぶことができ、とて
も有意義な時間だった。
（アメリカ：パーデュー、松
田）

大学の授業は、最初は語
遣生自身の留学の振り返り作業とし
ても重要な過程としています。

生活について

1

費

授業についていくのはとて
も大変で、つねに現地学
生のノートを借りたり質問
したりしていた。（フラン
ス：ブレーズパスカル、奥
住）

学の問題の上に、授業や
課題の形式が日本とは全
く違ったので大変だった。
（オーストラリア：モナシュ、
戸羽）

交換留学生に求められて
いるもの生活費は１カ月5万円程

度。外食せずに特に買い
物をしなければもっと安く
すむ。住居は大学寮。6～
7人で１つのフラットに住

む。施設も新しくセキュリ
ティも万全。（イギリス：
SOAS、古橋）

生活費は１カ月2万円程

度。物価は東京の半分弱。
住居費は大学が無償で提
供。寮はほぼアジア人学
生のみでトルコ人学生は
いないので留学の効果は
薄れる感じ。（トルコ：アン
カラ、切山）

いるもの

セミナーでは自分の
意見や疑問を発言す
ることが求められた。
（イギリス：マンチェス
ター、出貝）

韓国文化に関する授
業では、外部からの
視点での意見がもと
められた。（韓国：梨
花女子、松永）

私の印象では、現地
学生よりも留学生

3

物価は日本より安いので
3食外食していても1カ月4
万円ほど。大学の周りは
韓国有数の大学街なので
飲食店や洋服屋などのお
店も多い。治安も比較的
安全でとてもよい雰囲気。
寮の申し込みは早い者勝
ち 最近は寮 あぶれ

生活費は１カ月2,500円ほ

ど。大学の近くの中華料
理店は1食150円ほど。交

通費もタクシーは初乗り
が約100円。12月～4月頃

までは本当に寒く、マイナ
ス15度まで下がる。体調

を崩した時、慌てなくてい

の学生よりも留学生
のほうが積極的かつ
熱心に授業を受けて
いました。（フランス：
ブレーズパスカル、水
流）

留学生活全般

渡邊奈津美
（ブッパタール大学）

ち。最近は寮にあぶれて
しまう人もいるので、留学
が決まったら早く申込みを
したほうが良い。（韓国：
梨花女子、西澤）

いように風邪薬や正露丸
を持っていると安心する。
（中国：大連外国語、都
築）

留学生活全般

日本語学科が無いた
め、前年度の交換留
学生の紹介により近
郊のボーフム大学の
日本史ゼミを訪れて
い た 。 ま た 、 寮 や
international students

Japan Societyという日本

に興味がある学生が作
るサークルに所属してい
たので、そのイベント内
で友達になることができ
ました。マンチェスターに
は自分と同じような交換

team主催のパーティ

などで現地学生や他
の国から来た留学生
と触れ合う機会が
あった。（ドイツ：ブレ
ブツパタール、渡邊）

留学生は20人以上いま

す。日本人といる居心地
の良さになれてしまうと
現地の学生と交流を深
める障害になりかねませ
ん。（イギリス：マンチェ
スター、山口）

松田彩奈
（パーデュー大学）
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中国留学体験記

北 京 大 学 歴 史 学 系

妹尾 愛美

留学の準備では書類の準備など時間がかかること

が多いので余裕を持って早めの準備を心掛けたほ A
T妹尾 愛美

文教育学部人文科学科
比較歴史学コース

北京大学への留学を決めたきっかけは高校時代の

中国史への関心でした。そこから中国語を勉強した

い 中国文化を知りたいと発展していき お茶の水

多 余裕を持 早 準備を心掛け

うが安全です。英文の在学証明書などは2週間か

かったりしますし、予防接種は1か月空けて3回打た

ないといけない場合もあります。

留学初めごろは現地の人間との会話がほとんど

できていませんでした。しかし中国の人たちの

中にも、中国語がうまくできなくても熱心に対
い、中国文化を知りたいと発展していき、お茶の水

女子大学のオープンスクールで北京大学と交換留

学の提携をしていることを知り、その留学を目指し

てお茶の水女子大学を受験、合格しました。つまり

私がお茶の水に来た目的の一つが留学なのです。

私はもともと、言語文化学科にいて中国文化圏コー

スを目指していたのですが、途中で強い関心がある

人文学科の比較歴史コースに転科しました。だから

応してくれる人もいます。心が折れそうになる

こともありましたが慣れればどうということは

ありません。心が折れないよう留学生仲間を作

るのも大切だと思います。北京大学には日本人

留学生はたくさんいるのでその点では安心です。

1年間の留学を終えて得たものは中国語のスキ

ル、異文化への耐性、積極性など様々です。軽

い気持ちで留学を行うのはあまり推奨されるこ人文学科 比較歴史 転科しました。だ ら

中文生ではないのに中国語系の授業を熱心にとる

私は少し浮いていました。中国に対する興味関心を

失ったわけではなく、比較歴史の生徒であるほうが

北京大学留学に有利だと聞いて思い切って転科し

ました。そのごたごたもあって留学は3年生の後期

からになりました。

い気持ちで留学を行うのはあまり推奨されるこ

とではないとは思いますが、あまり気を張りす

ぎるのはよくないです。大切なのは最後までや

り遂げることだと思います。

留学前の準備は情報が全然足りていなかったため

かなり難航しました。私は北京大学ホームページ

（中文・英文のみ）を参考にして準備を進めていきま

したがもし皆さんが北京大学に留学しようと思う場

合は北京大学の担当の先生に聞くのが一番安全だ

と思います。ただしその場合、先方とは英語もしくは場 英語

中国語でのメールのやり取りを行わなくてはならな

いので留学以前から高い語学力が必要になります。

または、北京大学日本人留学生会と前もってコンタ

クトを取っておくといいかもしれません。
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中国留学体験記

北 京 外 国 語 大 学

柳谷 萌美

生活面では中国の物価が安くてとても助かりま

した。学食は１食１０元未満、つまり１２０円 A
T柳谷 萌美

文教育学部言語文化学科

「留学は生き方を学ぶ場」―留学経験のある友達が、

中国へ旅立つ私に向けてくれた言葉です。１０ヵ月

間の中国留学を経験して、本当にその通りだなと思

いました 私の留学先である北京外国語大学には

もしません。ですから１ヶ月に１０００元（約

１万２千円）あれば最低限の生活はできます。

北京には日本人がたくさん住んでいるため、日

本料理やカラオケ、漫画喫茶もあり、たまに日

本シックになった時には足を運びました。中国

の飲食店の従業員は無愛想、携帯をいじりなが

ら接客、しまいにはスカイプをしだす。はじめ

は文化 違 に驚きましたが 今 は中国 生いました。私の留学先である北京外国語大学には

アジアをはじめヨーロッパやアフリカなど様々な国

から幅広い年代の人が中国語を学びに来ています。

そのような自分とは背景が全く異なる人たちと交わ

ることで、他国の文化や価値観に触れて視野も広

がり、自分の価値観も変わったと思います。留学期

間はたった１０ヵ月間だったけれど、日本で過ごした

２０年間をぎゅっと凝縮したくらいに濃い生活を送る

は文化の違いに驚きましたが、今では中国の生

活に慣れてしまって日本の過剰なまでのサービ

スにびっくりするくらいです。ことあるごとに、

しかも生活の細部にいたるまでの文化の違いを

肌で感じることができるのは、留学の醍醐味だ

と思います。これから留学に行く方は、留学中

は積極的に外へ出て文化の違いを感じ、日本を

外から客観的に眺めてほしいと思います そう
ことができました。

留学中、最初から最後までずっと楽しかったのかと

言えば、実はそうではありません。留学前の私の中

国語レベルは簡単な自己紹介ができる程度。言葉

が通じない、知り合いもいない環境に飛び込んで

ちゃんと生活できるのか不安に押しつぶされそうで

した いざ中国 行くと やはり授業中や友達との

外から客観的に眺めてほしいと思います。そう

することで初めて自分の進むべき道が見えてく

ると思います。

した。いざ中国へ行くと、やはり授業中や友達との

会話で中国語が全く聞き取れず、言いたいことも言

えず、最初の１ヶ月は辛かったです。しかし週に50
分×20コマの授業を予習復習欠かさずこなし、日本

人学科の中国人と相互学習も行うことで、１ヶ月も

経つと先生の話を９割聞き取れるくらいに耳が慣れ、

着実な進歩にびっくりしました。クラスには日本人が

私一人しかおらず 毎日嫌でも中国語を使わなけ 留学を通して 語学の面では中国語の国家試験私 人しかおらず、毎日嫌でも中国語を使わなけ

ればいけない状況におかれたことで、目に見える速

さで中国語が上達していったのだと思います。日常

会話ができるようになると、友達や店員とも楽しく会

話ができ交流の幅が広がります。親密な外国人の

友達ができ始めた２ヶ月目くらいから、私の中国生

活は一気に楽しくなりました。「もっと伝えたい！もっ

と理解したい！」という気持ちが、長いスパンでの中

留学を通して、語学の面では中国語の国家試験

である新HSKにおいて、最高級の６級を取得す

ることができました。また中国国内旅行にもた

くさん出かけて、中国人のバイタリティーと雄

大な遺跡からパワーをもらいました。笑いと涙

の１０ヵ月間。たくさんのことを経験して、本

当の「自分らしさ」というものを手にした気が

します。有意義な留学になるよう手助けしてく
国語の勉強モチベーションの維持につながったの

だと思います。友達の中には親友と呼べるほど仲

良くなった子もいて、友情に国籍は関係ないのだと

改めて実感しました。

します。有意義な留学になるよう手助けしてく

ださった岡村先生や井神さんをはじめ国際交流

チームの方々や家族には感謝の気持ちでいっぱ

いです。本当にありがとうございました。谢谢。
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中国留学体験記

大 連 外 国 語 大 学

都築 英恵

日本で良いとされているものがすべての世界で

良いとされるとは限らない。考えてみれば当た

り前のことですが、知らず知らず日本人の感覚 A
T都築 英恵

文教育学部言語文化学科

初めて一人で飛行機に乗り、中国という国に足

を踏み入れた日から始まった約10ヵ月の留学生

活は、本当にあっという間に終わってしまいま

した とにかく語学力を身に付けたいという思

り前 す 、知 ず知 ず 本人 感覚

だけで物事を見ていた自分の、視野の狭さを思

い知らされました。しかしそれに気付いたこと

で、私の物事を見る姿勢は大きくかわりました。

否定的な見方から入るのではなく、もっと他の

視点から見ることはできないか、どの視点から

見れば良い部分を見つけることができるか、以

前よりも様々な角度から物事を見ようとするよ
した。とにかく語学力を身に付けたいという思

いから留学を決意した私でしたが、語学力以上

に大切なことをたくさん学べた10ヶ月になった

と思います。

留学を終えた今の自分と出発前の自分を比べて

みて感じる一番かわったと感じるのは、物事や

人を理解しようとする時の姿勢です。私が中国

うになったのです。

そして日本に帰ってきた今も、それは心がけて

います。広い視野を持って物事を見て理解しよ

うとすることは、必ずしも異文化理解において

のみ必要なことではありません。自分とは違う

考え方も肯定し、受け入れる。それは人と人が

関わっていく中でも とても大切なことだと思
に行ってまず感じた違和感がありました。それ

は、スーパーに行ってもごはんを食べに行って

も、店員がにこりともしないことです。そこに

日本でいう営業スマイルというものは存在しま

せんでした。そのとき私の目には、その態度は

やる気がないように見えました。しかしそれか

ら何ヶ月も過ぎ中国の生活にも慣れてきた頃、

い の間にか店員の態度にも違和感を感じなく

関わっていく中でも、とても大切なことだと思

います。そんな大切なことを、私は留学生活を

通して考え、学ぶことができました。心配しな

がらも今しかできないことをしなさいと送り出

してくれた家族、そして準備期間からずっと親

身になって相談に乗ってくださった大学の先生

方のサポートがあったからこそ経験できたこと

だと思っています。見守ってくださったすべて
いつの間にか店員の態度にも違和感を感じなく

なり、むしろその必要最低限の接客に心地よさ

を感じるようになっている自分に気付きました。

そして考えた結果浮かんできたことがあります。

根本的に違うのはやる気ではなく、人々が求め

ているものなのではないかということです。私

が違和感を感じなくなったのは、店員ににこに

こ愛想良くすることを求めなくなったからです。

の人に感謝して、これからもこの経験を活かし、

もっともっと広い視野を持った人間になれるよ

う、努力していきたいと思います。

こ愛想良くすることを求めなくなったからです。

日本人はどこへ行ってもそこで出されるものの

質と同じくらい、店員の対応、サービスの質を

重視します。もちろんそれは悪いことではない

し、丁寧で心のこもった接客は日本の良いとこ

ろのひとつと言えるでしょう。しかしそれはと

にかくスピードを重視するという文化の国では

全く評価されないかもしれません。なぜなら、

求められているものが違うからです。
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韓国留学体験記

梨 花 女 子 大 学 校

西澤 真奈未

韓国語以外の授業は、英語で行われる授業と日本

語の授業を取っていました。韓国語で行われる授 A
T西澤 真奈未

文教育学部言語文化学科
グローバル文化学環

留学に行く前の私は、韓国に行ったこともなく、韓国

についてほとんど知らない、興味さえもほとんど

持っていないという状況でした そんな私が韓国を

語の授業を取っていました。韓国語で行われる授

業は理解が出来ないのでそうしていたのですが、英

語で行われる授業には帰国子女の学生も多く、つ

いていくのも精一杯でした。韓国の授業は学生がと

ても積極的に発言し、それによって授業が進んでい

きます。発言回数がダイレクトに成績に結び付く場

合もあります。また、最低一回は発表を行わなけれ

ばならないという授業も多いです。先生主導の日本
持っていないという状況でした。そんな私が韓国を

留学先として選んだのは、12月に留学が決定した

後、すぐに3月から留学が出来るという梨花女子大

学の条件に惹かれたからです。また、とりあえずど

うしても留学したいという気持ちが強かった私にとっ

て、留学受け入れ人数が多く、語学に関する制限も

無かった韓国は、申し込みしやすかったというのが

本音です。これ程消極的な気持ちで留学先を選ぶ

の授業に慣れていたので、積極的に自分の考えを

出す韓国人学生の姿に驚き、同時に自分もこういう

姿勢を身につけなくてはと思わされ、刺激を受けま

した。

気

人も珍しいかもしれませんし、今となっては申し訳な

い気持ちにもなりますが、それでもずっと行きたいと

思っていた留学に行けるという大きな期待を抱き、

そして一方で言葉も文化も全く分からない未知の国

で生活することへの大きな不安を抱いて始めた留

学でした。

授業 金 午前中 留学生 韓

半年間の留学生活を通し、たくさんのことを得られ

ました。まず、韓国についてほとんど何も知らなかっ

た私が、韓国を大好きになって帰ってきました。留
授業は月曜から金曜の午前中に留学生用の韓国

語の授業が設けられており、私はレベル1から始め

ました。日本人3人、中国人3人、アメリカ人2人、ド

イツ人2人、フィンランド人1人のクラスでした。レベ

ル1は初級のコースであるのですが、私たちの先生

は英語を使って授業を行っていたので、梨花女子

大学への留学を考えている人は、レベル2以上の授

業から始めるのが良いかと思います 韓国語のクラ

た私が、韓国を大好きになって帰ってきました。留

学前は報道などで繰り返される歴史問題や反日感

情などの印象が強かったのですが、韓国に飛び込

んで、内側から韓国を見られたことで、色々な角度

から韓国のことを知って行くことが出来ました。そし

て、韓国人や世界中から来た留学生と接することで、

自分の世界を広げられ、また、人と人とのつながり

に対する考え方も変わりました。交換留学は半年か
業から始めるのが良いかと思います。韓国語のクラ

スメイトは、毎日一緒に勉強するので、その分絆も

強く、授業外でも誕生日会などのイベントを行ったり、

休日に一緒に出かけたりと、学校では最も長く一緒

に過ごす友だちになると思います。留学を通して韓

国のことを知れたことは勿論ですが、色々な国から

来たクラスメイトと接し、彼らから母国や彼らの文化

のことを色々と教えてもらえたことで、自分の世界を

ら一年という時間が限られた中での生活です。どん

なに仲が良くなっても、時間がきたら別れなければ

ならず、もしかしたら一生会うことがないという人も

いるでしょう。そうした期限のある生活だからこそ、

一回一回、一瞬一瞬の交流を大切にしなければな

らないという姿勢を学ぶことが出来ました。韓国は

協定校も多く、多くの学生が留学できる機会がある

と思うのですが 私が留学をした時には 韓国へ留
広げられたと思います。また、夏休みには付属の語

学堂で10週間韓国語の勉強を行いました。夏休み

は日本と同様に2カ月半あるので、時間の有効活用

として語学堂を利用するのも良いと思います。

と思うのですが、私が留学をした時には、韓国へ留

学した学生は私を含めて2人だけでした。英語圏を

希望する学生は多くいると思うのですが、韓国留学

も英語圏に負けない程素晴らしい経験になると思い

ます。これから、韓国留学をする学生がどんどん増

えていくことに期待したいです。
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韓国留学体験記

梨花女子大学校

松永 彌有子

長期休みやテスト休みなどには旅行にも出かけ
ました。事前に予約をし、パスポートを持って
いけば、釜山や慶州、全州へ無料のバスに乗れ
る とが きます また BUDDY と う

A
T松永 彌有子

文教育学部言語文化学科
グローバル文化学環

私は、大学のサークルで知り合った韓国人の友

人達の人懐っこさや、情の深さに魅力を感じ、

韓国という国をもっと知ってみたいと感じまし

た また彼女達の一生懸命に日本の文化や言葉

ることができます。また、BUDDYランチという
ランチミーティングがあり、EWHA PEACE BUDDY
達が平日、学校の外のお店に連れて行ってくれ
ます。参加は自由ですが、行くと韓国人の友人
が増え、梨大生おすすめのお店に行くことがで
きて楽しかったです。

寄宿舎には洗濯機、乾燥機、掃除機、変圧器な
どが常備されています。キッチンにはガスコンた。また彼女達の 生懸命に日本の文化や言葉

を学んでくれる姿勢が嬉しく、この子たちがこ

んなに自分の文化を学んでくれるのなら、私も

友人として韓国の文化を学ぶべきではないかと

思い、交換留学を決意しました。2月の末に

BUDDYとの顔合わせやオリエンテーションや教

養韓国語のレベル分けテストがあり、3月から

授業が始まりました。韓国語講座は、月曜から

どが常備されています。キッチンにはガスコン
ロやIHクッキングヒーターなどはなく、電子レ
ンジ、トースター、湯沸かし器、給水機しかあ
りません。電子レンジで簡単な調理をしている
人もいれば、学食やコンビニで済ませていると
いう人もいました。一人部屋と二人部屋があり
ましたが、私は前期も後期も二人部屋でした。
お互いに配慮をし、家事を協力したり、毎晩い
ろいろな話をしたりと仲良く過ごす事が出来、
寂しさはあまり感じませんでした カルチャ

金曜まで、朝8時から朝11時まであります。

前期受講科目

教養韓国語(毎日)、General Introduction to

Korea（週二回）、テニス、韓国語のクラスは、

11人という少人数ながらも国籍が豊かでした。

残る２つは学部の授業で、韓国人学生と議論し

たり 交流したり出来ました 夏休みは大学附

寂しさはあまり感じませんでした。カルチャー
ショックを感じることも少なくなかったのです
が、日本人としてのアイデンティティは大切に
しながらも、相手の文化や習慣を尊重し協調し
ていくことを心がけました。そうすることで外
国人である私への警戒心を解いてもらい、その
上で自己開示を進めることで、信頼関係をス
ムーズに構築することが出来ました。

たり、交流したり出来ました。夏休みは大学附

属の言語教育院での10週間のコースを受講しま

した。朝9時から昼1時までみっちり学ぶことが

でき、韓国語の運用能力はグンと伸びました。

また韓国の人々の暮らしを見てみたくて、夏休

みだけ学校の寄宿舎を出て、下宿で生活をしま

した。清潔さや快適さは寄宿舎には敵いません

が 韓国語が耳に入ってきて 朝晩おばさんの

到着時のソウルは雪が降っていて寒かったです。
空港まで、私の韓国留学のきっかけになった友
人の一人が空港まで迎えに来てくれ、寄宿舎の
入寮日まで彼女の家に泊めてもらいました。ま
た帰国ではもう一人の友人が徹夜で空港まで
送ってくれて、感動しました。
最初から最後まで、韓国の人々の優しさや温か
さに触れた交換留学でした。協力してくださっ
たすべての方に感謝していますが、韓国語が耳に入ってきて、朝晩おばさんの

作る韓国の家庭料理を食べることができます。

後期受講科目

教養韓国語、韓国語発音講座（言語教育院の授

業）大学の自習室で勉強することが多かったで

す。土日を含め毎日朝6時から、夜10時まで空

いていて、周りの勉強熱心な学生達の姿にも刺

たすべての方に感謝しています。

激を受けることのできる、集中して勉強するに

はもってこいの環境です。
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トルコ留学体験記

アンカラ大学

切山 薫子

A
T切山 薫子

文教育学部人文科学科

トルコでの学生生活
学業としては、トルコ語を一から学ぶためにアンカラ

大学付属の語学学校に通い、６カ月間ほど平日9時

から1時まで勉強しました。生徒の国籍はシリアなど
ですが、たまたま授業で知り合った学生たちがかな

から1時まで勉強しました。生徒の国籍はシリアなど

中東が多いものの、欧米からのビジネスマンもおり、

時折教室で宗教や政治の話が白熱するなど刺激

的でした。大学では後期から歴史の授業を受講して

いましたが、未熟なリスニング力では教員がひたす

ら話し続ける形式の授業を十分に理解することはで

きませんでした。ただ、そこでのクラスメイトとの出

会いは、私の留学に大きな影響を与えました。授業

り敬虔なイスラム教徒であったために、なりゆきで

一緒にトルコ国内の聖地に行ったり、彼女たちの寮

や家に泊まったりすることで、期せずしてイスラムに

深く触れることになりました。手助けしてもらったとき

にお礼を言えば「あなたを助ければアッラーが私を

愛して天国に行けるの」などと真剣に言われたり、

みんなで楽しそうに踊っている曲の歌詞が「アッ

ラーを愛しています」というものだったり たじろいだ
外の時間は、初めのうちはトルコ人の友人もつくれ

ず寮にこもっていましたが、寮の居心地があまりよく

なかったこともあり、片言のトルコ語で頻繁に国内

を旅行するようになりました。さまざまな地で多くの

人と出会ったことで、悪い面も含めてトルコという国

をより深く知ることができたと思います。後期に入り

コミュニケーションにも自信がついてからは、友人の

寮や家に泊まりに行くなど 積極的に様々なトルコ

ラーを愛しています」というものだったり、たじろいだ

り苦笑することも多々ありました。イスラムの相互扶

助の精神にのっとって、彼女たちはトルコで会った

他の誰よりも私を気遣い、助けてくれましたし、悪口

や嘘は「教えに背く」と忌避するような真面目さは友

人として信頼できました。

互いに理解し合えたといえば嘘になります。私はど
寮や家に泊まりに行くなど、積極的に様々なトルコ

人の生活や考え方を知ることに努めました

トルコで学んだこと

トルコに留学して常識のもろさを知りました。日本で

は当然のことがトルコではそうではなく、その逆もま

た多くありました。例えば日本では何事も期日を

守って計画的に行うことが良しとされますが、トルコ

れほどイスラム教の素晴らしさを説かれてもイスラ

ム教徒になる気はなく、どこかで彼女たちを冷めた

目で見ながらその生活を観察していました。おそら

くそれは、薄々彼女たちも感じていたと思います。

私も神道や仏教など入り混じった日本文化と自らの

アイデンティティを少しでも理解してもらえるよう折

に触れて説明したつもりですが、それでも自らの宗

教 絶 彼 ば
守って計画的に行うことが良しとされますが、トルコ

では新学期が始まっても1～２週間は先生が大学に

来ないため休講になったり、寮の改装工事が寮生

に何の連絡もなく始まって急きょ移動を余儀なくさ

れたり、かなりルーズで振り回されることも度々でし

た。またトルコでは見知らぬ人や知り合って間もな

い人にも親しげに接することが多く、私は相手の真

意をはかろうと緊張の連続でした。中でも最も戸

教を絶対的に正しいと信じる彼女たちにしてみれば、

他宗教の考えは「間違い」としか思えないようで、興

味は持ってくれても認めてくれることはないと感じま

した。お互いを理解し認め合う、ということは本当に

難しいと今回の留学で痛感しました。文化と文化、

個人と個人が接する中で、互いにどうしても受け入

れられない部分は出てくるのだと思います。それは

今回の私の留学の中ではトルコ人の時間や規則に
惑ったのは宗教に関する事でした。国民のほとんど

がイスラム教徒だとはいえ、一般的にトルコは他の

イスラム国に比べてかなり西欧化が進んでいて、飲

酒がごく普通に行われ、スカーフを被らない女性が

多くいるなどあまり宗教を感じさせません。

今回の私の留学の中ではトルコ人の時間や規則に

対するルーズさであり、宗教に対する見解の相違で

した。外国人というマイノリティの立場では社会に溶

け込むためにより譲歩せざるをえませんが、無理せ

ず互いに受け入れられる部分から関係を深めるこ

とが大切だと感じました
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オーストラリア留学体験記

モ ナ シ ュ 大 学

戸羽 美佳

また、留学先ではオリエンテーションを始め、イベン

トが多く、寮生や交換留学生、学校全体で友達の輪 A
T戸羽 美佳

生活科学部人間：環境科学科

私は2011年2月から11月にかけて、オーストラリア

のメルボルンにあるモナシュ大学に留学した。小学

生の頃からずっと夢見てきた留学についに行けるこ

とになり 胸は不安よりも期待でいっぱいだった 実

多く、寮 や交換留学 、学校 体 友達 輪

を広げられる機会がたくさんあった。個人が開く

パーティーも含め、全くつながりのない人や、友達

の友達と仲良くなる機会が日本よりたくさんあるた

め、様々な趣味や特技、専攻、職の人と出会うこと

ができ、私自身の視野も広がった。放課後や週末

は、寮の友達と一緒にご飯を作ったり、映画を見た

り、街に遊びに行ったりした。私の寮は160人の寮
とになり、胸は不安よりも期待でいっぱいだった。実

際に行ってみると、語学の壁や異文化に適応する

難しさはあったが、本当に毎日楽しく学びや成長で

満ち溢れた、今までの人生で一番濃い一年となっ

た。今回は、勉強、放課後・週末、休暇、について

の体験を、私がそこで学んだことと一緒に書きたい。

生で１つの大きなキッチンを共有していたので、寮

生同士とても仲が良かった。また、オーストラリアで

は日本食がとても人気で、寿司スタンドがキャンパ

ス内にすらあった。なので、友達から日本食を作る

よう頼まれることが多く、日本でもう少し練習して行

けばよかったと思ったほどだ。

まず、授業は語学面だけでなく、課題もたくさんあり、

グループワークも多かったため、日本で受けてきた

ものよりもはるかに厳しかった。特に 建築の授業ものよりもはるかに厳しかった。特に、建築の授業

で毎週与えられていた200語のエッセーは、地獄の

ようだった。しかし、授業の担当教授がとても親切な

方で、エッセーの内容だけでなく、書き方についても

毎週手厚く指導していただき、当初は苦痛だった授

業が楽しみになるくらい好きになった。向うの大学

は、教授と生徒との距離がとても近いため、助言が

欲しいときやわからないことがあれば、躊躇わずに
留学してたくさんのことを学んだ。その中でも、様々

な経験を積み 様々な人と出会い 自分が育ってき
話しに行くことが一番良いと思った。

な経験を積み、様々な人と出会い、自分が育ってき

た環境を客観視できるようになることの大切さをす

ごく感じた。留学に行って、今までの自分の視野の

狭さに気付かされた。つらいこともたくさんあったが、

留学を通して得た教訓は今後も生きてくると思う。
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アメリカ留学体験記

パーデュー大学

松田 彩奈

長期の休暇では、クリスマスはルームメイトの
実家に行かせてもらいました。また中学生の時
にホームステイでお世話になった家族にアリゾ
ナま 会 に行き 年ぶりに再会しました

A
T松田 彩奈

文教育学部言語文化学科

私のPurdue大学での１年間は、勉強、文化、精神、

健康…など、多方面から成長することができた、か

けがえのない１年間となりました。まず、一番大変

だった学校での勉強について話します 前期は女

ナまで会いに行き、６年ぶりに再会しました。
彼らは２人の子供を養子として受け入れており、
生みの親と受け入れ側が互いに面識があったう
えで行われるオープンアダプションでした。私
は２人の母親が話し合う場にもいてもいいよと
言われ、時々感情的になってしまう２人の立場
を目の当たりにし、考えることがたくさんあり
ましたが、最終的には、２人の母親が強い絆で
結ばれていることが大切で、親も子供も幸せにだった学校での勉強について話します。前期は女

性学の授業が大変でした。毎週３～４枚ほどのペー

パーを書かなくてはならず、テストでは、約２０枚の

エッセイの提出がありました。最初は先が見えず大

変でしたが、友達と24時間図書館にこもったりして、

終えることができました。図書館はテスト前に２４時

間開いていてとっても良かったです。後期には、国

際経済学に近い授業をとり、発展国と発展途上国

結ばれていることが大切で、親も子供も幸せに
暮らす鍵なのだと思いました。

この１年間では、スカイダイビングをしたり、
本物の銃をshooting rangeで撃ったりと、貴重
な体験ができました。特にスカイダイビングは、
最初自分で計画したのですが意外と友達がたく
さん集まり、みんなで計画してやっとできたと
きは、達成感でいっぱいでした。私は交換留学
を始める前 留学中は気分が落ち込む時期

際経済 授 、発展国 発展 国

での貿易を学習しました。日本のこともたくさん出て

きて、教授、テキストの視点から見ることができまし

た。また、前期後期を通して中国語をとったことはよ

かったと思っています。授業では、とにかく声に出し

て学習し、先生がよく生徒に発言や発表させる場が

多かったです。なので、日本で学習した中国語の文

法、単語をアメリカでコミュニケーションの道具とし

を始める前、留学中は気分が落ち込む時期、
ホームシックなどはあるものだから、あっても
深く考え込まないようにしようと決めていまし
た。しかし、この１年間でホームシックになる
ことも、気分が記憶に残るほど落ち込んだこと
も全くありませんでした。日本に帰るときは、
本当に帰りたくなくて、その時一番落ち込みま
した。こんなに楽しむことができたのは、私の
友達、お茶大でサポートしてくれた先生方、家

て改善できました。

私はPurdueで２人部屋の寮で１年間生活しました。

ルームシェアには意外とすんなり慣れることができ

ました。というのも、私はルームメイトに恵まれたか

らだと思います。ルームメイトとその家族は私にとっ

ても親切にしてくれました。私が初めて部屋に入っ

た時に ルームメイトの家族からのたくさんのお菓

族のおかげだと思っています

た時に、ルームメイトの家族からのたくさんのお菓

子とプレゼントとメッセージカードを私の机の上に発

見した時の光景はとっても嬉しくて今でも忘れられ

ません。ルームメイトは日本のアニメや音楽が好き

で、すぐに打ち解けることができました。困ったこと

があると助けてくれ、授業から部屋に戻るとその日

あったことなど、面白いことを話して笑っていました。

Purdueで記憶に残る、精神的に大変だったことがな

いのは、ルームメイトや友達に恵まれていたからだ

と思います。
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フィンランド留学体験記

タ ン ペ レ 大 学

井上 知香

日本にいた時の私の交換留学のイメージは、海

外の大学で勉学をする、様々な国の人々と知り

合い異文化を知る、といった何か特別なものと A
T井上 知香

博士後期課程人間発達科学専攻
保育・児童学領域

タンペレ大学は毎年交換留学生を400人ほど受

け入れます。そのため、学外では学生が企画す

る留学生のためのイベントが多くあったり 学

合い異文化を知る、といった何か特別なものと

いう印象をもっていました。旅を終えて振り

返ってみると、私は何か特別なことをしに行っ

たのではなく、土地を変えた“日常生活”を営

んできたのだなと思います。その淡々と日々営

まれる生活の中に、今まで私が体験し得なかっ

たもが表れたり、フィンランド人の日常生活に

触れると、それが大切なこととして残るのです。
る留学生のためのイベントが多くあったり、学

内でも個々の留学生に担当のコーディネーター

の方がつくなど、留学生への支援や対応は手厚

いものがありましたし、留学生に向けた英語で

開講される授業も多くあります（母語はフィン

ランド語）。またその授業も学部を超えて幅広

く受講することが可能です。日本のように講義

を受けて試験またはレポートで評価するという

その機会に恵まれたのがフィンランドでの交換

留学なのでした。11月から雪が降り始め5月ま

で雪が解けません。－30度近くまで行く日々も

続きます。長い長い冬を越え、春の芽吹きを迎

え、2か月ほどの短い夏を人々は存分に楽しみ

ます。生きる（寒い冬を乗り越える）人々の知

恵、太陽の恵み、家族、人々のつながりや温か

さ 自分のリズム 日本では気づきにくくな
一様な授業スタイルのみではなく、例えばあら

かじめ指定された図書を各自で勉強し、試験日

に試験を受けることで単位が取れる仕組みや、

講義と小グループでのディスカッションが隔週

ごとに組み合わされた授業、フィールド体験や

プレゼンテーションを重視した授業などと、楽

しく学ぶための様々なスタイルがありました。

さ、自分のリズム、日本では気づきにくくなっ

ていることに気付かされた10か月でした。

さて、当初の問いであったフィンランドの保育

所で子どもがどう過ごしているかについてです

が…子どもたちは、なにか教育的なものを与え

られる場にいるといった感じではなく、その場

所で自分の場が守られながら生活をしていまし所で自分の場が守られながら生活をしていまし

た。私がフィンランド生活で実感した、人が生

きることを忘れていないその姿勢が、フィンラ

ンドの保育の根底に流れていると感じることと

なりました。フィンランドの保育所で見てきた

こと感じてきたことをどう言葉にしていけばい

いのか、いまだ模索を続ける毎日です。

留学生活の中で何に重点を置きたいかで自分の

大学生活のスケジュールを組み立てられるシス

テムが確立されていると感じました。私は授業

とは別に、現地の保育所で観察する機会を得た

いと思っていました。そのことで担当のチュー

ターや学科の先生が尽力してくれ、出会いに恵

まれ観察する園を見つけることができ、月2回

のペースで通わせていただきました。自分が求

めることには、それが叶うにしろ叶わないにし

ろ、責任を持って応答してくれるフィンランド

人の自立した姿がそこにはありました。またこ

の姿が、フィンランドの保育や教育が求める人

間像でもあることに、その後知ることとなりま

した。
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ドイツ留学体験記

ブ ッ パ タ ー ル 大 学

渡邊 奈津美

A
T渡邊 奈津美

文教育学部人文科学科
比較歴史学コース

「留学？なぜ、ドイツなの？」―留学に行く前も、

帰ってからもこの質問には何度も出くわした。高校

の頃 ドイツの哲学者たちの思想を熱心に教えてく

私は秋学期は大学の語学コースでじっくりドイ

ツ語を習得することに費やし、春学期から語学
の頃、ドイツの哲学者たちの思想を熱心に教えてく

ださった先生の影響で、ドイツに自然と興味を持っ

たのがきっかけで、お茶大でもドイツ語を選択し、ド

イツ史の授業を受け、2年生の夏休みには文部科

学省主催の「日独学生青年リーダー交流派遣事

業」に参加した。実際にドイツを訪れ、ドイツの若者

たちと触れ合い語り合った経験から、小さい頃から

の夢だった留学先をドイツに決めた。留学するに当

コースと平行して専攻分野の講義に出席した。

語学コースでは、様々な国からのクラスメイト

とドイツ語漬けの毎日で、この4ヶ月弱で大分

運用能力が上がったと感じた。しかし、やはり

春学期の専門の授業に最初はついていくのがと

ても難しく、ドイツ人学生にノートを見せても

らったり、ランチタイムに質問に答えてもらっ

たりして なんとか内容を理解しようと努力し
たって、一番心配だったことが語学面だったため、

12月に派遣決定の通知を頂いてからはドイツ語の

勉強に力を入れ始めた。1年生のときに第二外国語

で履修していて基礎文法は理解していたが、会話

や長文にはほとんど取り組んだことが無かったため、

長期休みには日独協会の会話教室に通い、学期

中には大学のドイツ語の授業の予復習を中心に勉

強した

たりして、なんとか内容を理解しようと努力し

た。また、担当の教授も「授業に限らず、わか

らないことや困ったことがあったら力になるか

ら、何でも相談して！」と、とても親切にして

下さり、本当にうれしく感じた。そのおかげも

あって、徐々にではあったが講義の内容を聞き

ながら理解できるようになり、学期末にはレ

ポートを提出し単位を取得することができた。
強した。

一人で海外へ行くことも一人暮らしをするのも初め

てだったため、最初は慣れないことやわからないこ

とだらけで、とても不安だった。だが、大学の留学生

サポート団体や、同じ寮に住んでいたドイツ人学生

が、私が生活を始めるに当たっての準備を手伝って

くれ 困ったことがあればすぐに相談できる環境が

ポ トを提出し単位を取得することができた。

10ヵ月の留学生活で、本当に多くの出会いと別

れがあった。そのどれもが、今の私に大きな影

響を与えてくれたと思う。もう会えないかもし

れない人もいるが、この縁はずっと大切にして

いきたい。それぞれ多様なバックグラウンドを

持つ彼らからは、ここには書ききれないほどの
くれ、困ったことがあればすぐに相談できる環境が

整っていた。ドイツでは学生同士のつながりがとて

も強く、寮で同じ階に住んでいた友人たちはまるで

家族のようにとても仲が良く、どこの国から来た留

学生でもいつも温かく接してくれた。クリスマスや

イースターの時には実家に招いてもらい、ドイツの

伝統文化に触れる機会を作ってくれたり、みんなで

一緒にパーティーを企画したりしたことはかけがえ

優しさや親切心をもらった。ホームシックの時

にずっと話を聞いてくれた時も、私のつたない

ドイツ語のレポートを一緒に推敲してくれた時

も、食堂でお昼を食べながらお喋りしていた時

も、周りにはいつも彼らがいた。もちろん文化

や考え方の違いに戸惑ったこともあるが、それ

でもお互いに歩み寄る姿勢や、寛容さを持つこ

との重要性を教えてもら た 学業面 生活面
の無い思い出になり、人の温かさというものを肌で

感じることができた。

との重要性を教えてもらった。学業面、生活面

両面で、私が留学生活が充実したものだったと

言える理由は、やはり彼らの存在だ。この貴重

な経験を、これからの大学生活、また社会に出

てからもしっかりと活かし、還元できればと

思っている。
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ブ レ ー ズ パ ス カ ル 大 学

奥住 遥

私たちは、国籍が違う個人とコミュニケーションをと

るとき、どうしてもその人自身の言動をその人の国 A
T奥住 遥

文教育学部言語文化学科
仏語圏言語文化コース

チーズに愛情を注ぐフランス人、暇さえあればカフェ

でおしゃべりするフランス人、ストばかりで働かない

フランス人、“日本人”の私からすると、“フランス人”

の象徴として理解してしまいがちですが、日本人の

なかにも様々な考えを持った人がいるように、“フラ

ンス人”のなかにも、彼らを一言ではくくれない多様

性がありました。誰かと付き合っていくとき、相手の

バックグラウンドを理解したうえで、その人自身と正

面から向き合っていくのは、一見簡単そうに見えて、

実はとても難しいことだと日々実感しています。そ

れ も私は それぞれ 人と 貴重な時間に感謝
フランス人、 日本人 の私からすると、 フランス人

の文化は不思議で面白くてときには受け入れ難い

ものでした。しかし、それらは本当に“フランス人”の

文化だったのでしょうか？

れでも私は、それぞれの人との貴重な時間に感謝

しながら、例え言語や国籍や価値観が違うもの同

士であっても、相手と正面から向き合い続けていき

たいです。

マーケティングの授業を受けていた際に、些細なこ

とがきっかけとなり「そこのアジア人、俺のフランス

語がわからないなら授業に来るな。家に帰れ！」と

フランス人教師に怒鳴られたことがありました。私

のフランス語のレベルは授業を全て理解できるほど

充分なものでなかったのは確かですが、そのあまり充分なものでなかったのは確かですが、そのあまり

の理不尽な怒られ方はどう考えても納得できるもの

ではありませんでした。フランス人もフランスもその

全てを嫌いになりかけましたが、この出来事に悩み

落ち込んでいた私を助けてくれたのも、フランス人

達でした。この出来事が起きる前から、私が授業に

ついていけるようにと家に私を招いてまで授業の解

説をしてくれていた友達、怒られて落ち込んでいた

私を元気づけようと映画に誘ってくれた友達、彼ら

はいつも、私が困難に直面したときに優しい手を差

し伸べてくれました。
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ブ レ ー ズ パ ス カ ル 大 学

水流 みずき

そうすると、語学センターでの学習も続けてい

たこともあって、最後のほうはだいぶ聞き取れ

るようになりました。また授業内容の理解のた A
T水流 みずき

文教育学部言語文化学科
仏語圏言語文化コース

私は文教育学部の言語文化学科仏語圏言語文化

コースに所属しており、大学で学んだフランス

語力を試してみてさらに向上させたいという思

る う なりま 。ま 授業内容 解

めに、同じ授業に出ているフランス人にノート

を貸してもらって写し、自分が聞き取れなかっ

た部分の復習をしました。

９月下旬からは語学センターでの授業と大学の

授業を並行して受けていて、大学での授業がほ

とんど聞き取りなのに対して、語学センターの
語力を試してみてさらに向上させたいという思

いと、フランスではどのようなフランス文学の

授業がされているのか知りたいという思いから

交換留学の申し込みをすることに決めました。

留学中の授業の様子や、友達との交流について

です。ブレーズ・パスカル大学の授業は９月下

旬から始まる予定だったのですが、その前に大

授業はしゃべることが多かったです。クラス内

でテーマを決めてディベートをしたり、自分の

国の文化についてプレゼンテーションをしたり

もしました。次第に語彙が増え、しゃべること

ができる内容や表現が増えていくのを感じ、毎

日楽しかったです。また、語学センターにはい

ろいろな国からフランス語を学びに来ている生

徒がいたので 彼らと交流するのもとてもいい
学付属の語学センターに通うために８月下旬に

渡仏しました。海外は初めてだし、２年しかフ

ランス語を勉強していなかったため、語学は非

常に心配していました。１カ月間は朝から夕方

まで毎日そのセンターに通い、外国語をしゃべ

ることにだいぶ慣れました。また、週に１回は

その地域の観光地のようなところに連れていっ

てもらい その地域にも慣れ またいろんな国

徒がいたので、彼らと交流するのもとてもいい

経験でした。授業以外の課外活動についてです。

大学から国際交流機関を紹介されたので、登録

をし、イベントにはなるべく出席するようにし

ていました。語学センターよりもいろいろな語

学レベルの人や国籍の人がいて、いい刺激にな

りました。毎回行くうちに準備や企画のお手伝

いをさせてもらえることになり、私にとって最
てもらい、その地域にも慣れ、またいろんな国

の人と交流する機会がありました。９月下旬か

らは大学の授業が始まりました。私は１８～１

９世紀のフランス文学を学びたいという希望を

出していて、交換留学生なので学年に関係なく、

私の興味に合ったものを選択して授業を受ける

ことになりました。聴講か単位をとるかも自分

で選ぶことができ、私はしばらく授業を受けて

後のイベントであったクリスマスパーティーに

は開催する側として参加しました。この留学と

いう経験を経て、私は語学力だけでなく、積極

性や自律性、また大切な友達などたくさんのも

のを得ることができました。これらは日本では

得られなかったものかもしれないし、自分が成

長したことを実感できたということで、私に

学 も 経験
で選ぶ とができ、私はしばらく授業を受けて

単位をとれそうにないなと思ったため、聴講を

選びました。この大学の授業については、留

学生向けの授業ではなく、もちろん語学セン

ターの授業のように先生がゆっくりしゃべっ

てくれるわけではないし、難しい単語は出て

くるので最初はまったくわかりませんでした。

とりあえず毎回授業に出て、聞き取れた内容

とって留学はとても大切な経験でした。

をメモするということを繰り返しました。
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ロ ン ド ン 大 学 S O A S

古橋 まどか

一方、居心地のよかった点は何よりも友人関係で

す。SOASはとても留学生の多い大学で、ヨーロッパ

を始め世界中から生徒たちが来ています。イギリス A
T古橋 まどか

文教育学部人間社会科学科
グローバル文化学環

大変だったことは何よりも勉強です。授業時間その

ものは短めですが、毎週課されるリーディングと、ク

ラスによってはプレゼンテーション 学期末のエッセ

を始め世界中から生徒たちが来ています。イギリス

人のみならずそのような留学生と、お互いの国につ

いてや、自分たちの将来についてなど、色々なこと

を語り合う時間はとても貴重なものでした。日本語

を学んでいる学生や日本に興味のある学生も多い

ので、現地の学生とも仲良くなりやすいと思います。

また私は大学の寮に住んでいたので、時々開かれ

るキッチンでのパーティーに参加して色々な友達を
ラスによってはプレゼンテ ション、学期末のエッセ

イなど、現地の学生でもストレスになるほど厳しさで

した。当初は英語もままならないので、特にチュート

リアルと呼ばれるディスカッションのクラスが全く聞

き取れず、また私は2年生以上の授業を受講したた

め他の学生が共有している授業に内容に関する基

礎知識もなく、クラスで一人取り残されたように感じ

たこともありました。そしてなにより一番ショックだっ

作ることができました。彼らとは帰国後しばらくは会

えませんが、きっと一生の友人になることと思いま

す。また、ロンドンという街自体も私にはとても居心

地よく、イギリスの歴史的な文化物に加え、多くの

移民たちによる多文化に満ち溢れ、活気のある街

でした。日本食の手に入るスーパーマーケットやレ

ストランもあるので、その意味でも暮らしやすいとこ

ろだと思います SOASもロンドンもイギリス的なもの
たことは、クラスメイトや教授がそんな私に全く興味

を示さないように見えたことです。なんて皆冷たい

のだろうと、落ち込んだことを覚えています。しかし、

時間がたつにつれこれは誤解であったことに気が

つきました。考えてみれば、彼らにとっても交換留

学生である私はどう接してよいか分からない存在で

あることは自然なことで、思い切って挨拶などして

みれば 実は皆とても親切でした SOASは特にアジ

ろだと思います。SOASもロンドンもイギリス的なもの

を学ぶというよりは、国際的で多文化な空間に身を

置くということを学ぶことに適した場所だったと思い

ます。

みれば、実は皆とても親切でした。SOASは特にアジ

アやアフリカに興味がある学生ばかりなので、色々

興味を持って自分の話を聞いてもらえる機会が多

いと思います。

この一年間、私の頭にいつもつきまとっていたのは、

「私は本当に有意義な時間を過ごせているのか」と

いう問いでした。多くの学生が留学する現在、ただ

また英語力の向上に従いディスカッションも聞き取

れるようになり、私は親切な教授に恵まれたので、

単に留学したという事実ではなく、留学して何を得

たかということが大切だと思っていたからです。また、

留学前は勉学がここまで大変になることは予想して

いなかったので、こんなに勉強ばかりしていてもっと

出かけたり人と接したりしなくていいのだろうかと

思ったこともあります。しかし今思えば、一口に充実

した留学生活といっても色々なありようがあります。

人と違うことや 留学前の予定と違うことは気にせ
分からない部分は質問などすることで、授業にも次

第についていけるようになりました。学問的な面で

この1年かんで学んだことは本当に多く、大量の文

献購読から得た知識、思考力から論文の書き方な

どは、帰国後の勉強にも大きく貢献できると思いま

す。

人と違うことや、留学前の予定と違うことは気にせ

ず、目の前にあること、自分が興味のあることに正

面からぶつかれば、それは自分にとっての最高に

充実した生活になっていくと思います。私にとっては、

勉強の大変さと友人関係の居心地よさとのギャップ

こそが、充実した留学生活を送れたことの何よりの

証拠なのかもしれません。
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マ ン チ ェ ス タ ー 大 学

山口 彩

イギリスで一年間教育を受けてみて、得たものも大

きかったです。日本とイギリスの教育システムは全

くと言っていいほど異なります。イギリスでは日本で A
T山口 彩

文教育学部言語文化学科

私の留学したマンチェスターは、イギリスの中でも

大都市に分類され、その昔産業革命が起こった場

所だということは皆さんよくご存じでしょう。大都市と

言っても、日本のそれよりだいぶ規模が小さく、とて

くと言っていいほど異なります。イギリスでは日本で

いう高校の時から専門教育に入ります。そのため、

同学年でも日本人よりはるかに物事を深く、そして

批判的に捉える力があります。大学の授業も、日本

のように受け身的なものではなく、積極参加型のも

のがほとんどでした。レクチャーを聴いたあとで、セ

ミナーかチュートリアルと言われるディスカッション

に参加し、その中で決められるグループごとに一つ言っても、日本のそれよりだいぶ規模が小さく、とて

も落ち着いた雰囲気の街です。市内に大学が三つ

もあるため、学生街のような雰囲気さえ感じられま

す。週末になると、通りに露店があふれ、新鮮な食

材を売る声や、ストリートパフォーマーの奏でる音

楽が街に響き渡ります。そして、さすがイギリス最強

のフットボールチームを持つ街だけあって、大きな

試合が近づくと、通りはフットボールファンの熱気に

のテーマを決めて研究に取り組み、最終的に皆の

前でプレゼンテーションをすることが求められます。

慣れない環境の中で苦労した分、やり終えたあとに、

とても大きな達成感を味わうことが出来ました。

包まれます。

さて、私の留学生活は不安の面持ちの中でスタート

しました。私の寮には日本人が他に一人もおらず、

最初とても寂しかったのを覚えています。ですが、

新入生歓迎ウィークが始まると同時に、様々な国か

らの留学生に出会い、自分は決して一人ではない

と実感しました 私はJapanese Societyというサ クと実感しました。私はJapanese Societyというサーク

ルに所属していて、その中で他大学出身の日本人

学生や、現地の日本語を学ぶ学生たちと親交を深

めることが出来ました。私の友達は本当に多国籍

で、具体的にはイギリス人、ドイツ人、フランス人、

イタリア人、リトアニア人、アルメニア人、カナダ人、

インド人、中国人、ギリシア人などの友達が出来ま

した。このことからも分かるように、イギリスは本当。 も分 る う 、イギリ 本当

に多民族国家です。現地でイギリス人だけでなく、

様々な文化背景を持つ友人と交流する中で、異文

化や異なる考えを尊重する多文化共生の精神を培

うと同時に、本当に濃密な関係を築くことが出来ま

した。

住み慣れた母国を離れることで、改めて違った

視点から日本を眺めることも出来ました。イギ

リスで生活をしてみて、日本の良い点も悪い点

も見えてきました。良い点としては、「日本は

とにかく便利」ということです。イギリスとは

違って、公共交通機関はほぼ定刻通りに来るし、

カフェでコ ヒ を注文しても長く待たされるカフェでコーヒーを注文しても長く待たされる

ことはありません。ただ、裏を返せば、日本人

は時間や効率というものに縛られすぎて、もっ

と大切なものを見失いかけてきているとも言え

ます。一年間という短い期間でしたが、いろん

な体験をする中で、様々な発見をし、そしてい

ろいろと考えさせられる留学生活でした。
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マ ン チ ェ ス タ ー 大 学

出貝 朝子

A
T出貝 朝子

文教育学部言語文化学科

英語圏言語文化コース

交換留学にあたって私が目的としていたことは、多

様な文化的背景をもつ人々がいる環境の中で、互

いの立場を尊重したコミュニケーションをすることで 振りかえって、私の設定した交換留学の目的は達いの立場を尊重したコミュ ケ ションをすることで

した。マンチェスター大学は、学生寮も学部も規模

が大きいので、多文化なだけでなく多様な考えを

持った人々と交流する機会に恵まれました。特に寮

では、現地での生活に慣れてからは友人と色々な

話ができました。

成できたと思います。留学生として、外国人として、

人と接することには、より多くの自分の立場の説明

や相手への質問が必要でした。加えて英語の壁が

あったため一層人と接することに必死になる場合が

多かったです。そうした環境で、立場を尊重しあうコ

ミュニケーションの態度を学べたことは私が交換留

学において見出せた一番の価値となりました。

学業の面では、専攻コース以外にも関連の深いク

ラスを受講することができたので、自分の専門を体

系的に新しい視点で学ぶことができ、どのクラスも

刺激的でした。このことは私が交換留学できて良

かったと思えることの一つです。大変だったことは

少人数のセミナーで自分の考えを話すことでした。

同じグループの学生の話を聞きそれに反応しなが

ら自分の意見を述べるのは困難で、毎回気が引け

ました。しかし留学生である自分に対して特別何か

考慮があったわけでもなく、そのおかげでかえって

開き直って議論に参加できたという部分もあったと

思います。

帰国報告会にて
発表する出貝さん
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＆
主な刊行物主な刊行物

世界8大学合同国際学生フォーラム
「東日本大震災の復興を考える」

交換留学を目指す人のために
STUDY ABROAD HANDBOOK
『海外留学の手引き』

お茶大交換留学の流れ（学内選
2012年3月10日から18日の期間、グロー

バル教育センター主催、「東日本大震災の
復興を考える」国際学生フォーラムが行わ
れました。各国から2名の学生が来日、そ

れぞれの国で東日本大震災がどのように
報じられ、受け止められたかを報告、また、
地球規模の大災害に世界の若者は何か
できるかを、英語、日本語、その他、多言

考から決定まで）や協定校の概要
など詳しく掲載されています。

交換留学派遣生の「声」
お茶の水女子大学 できるかを、英語、日本語、その他、多言

語でディスカッションを行いました。

このフォーラムは、平成23年度日本学生支援機構留学生
交流支援制度（ショートスティ）SSプログラム奨学金に採択
されており、同機構からの支援を受けて実施されています。

お茶の水女子大学

『交換留学派遣生 留学報告
書』

派遣学生の留学レポート。留学生
活の過ごし方、楽しみ方など留学
を実現したお茶大生の留学体験
談です。

短期語学研修の情報
Growth through English
『海外短期語学研修 報告書』

オタゴ、モナシュ、マンチェスター
短期語学研修の情報。研修参加
者のレポートが満載。

フォーラム開催第1日目
「3.11をこころに刻む」追悼イベ
ントに参加

お茶大からの留学がすべて魂
魄に分かる！
STUDY ABROAD NEWSLETTER

交換留学協定校の紹介 交換留

フォーラム開催第2日目
モナシュ大学とのテレビ会議

交換留学協定校の紹介、交換留
学派遣活動報告、短期海外研修
活動報告、などお茶大からの留学
のすべてが分かります。



Editor’s NoteEditor s Note

Up-and-Coming 
for your study abroad experiencesfor your study abroad experiences  

4W1H & Why analysis

If you are a first time reader, welcome to the second

“Yes you can!”

Studying abroad is the power of “Yes you can”. Why
issue of our study abroad annual report. If you are a
return visitor, welcome back! What you are reading
is not just concerning the students’ new language and
culture acquisition experiences but about themselves.
The simplest 4W1H (who, when, where, what and
how) questioning framework presented in this report
is an in-depth analysis of the study abroad

can’t you study abroad? There are a few reasons
behind “can’t”, such as worry about money, language
proficiency, difficulties concerning emotional stability
while abroad. But, you can still make it happen. Let’s
begin the self-analysis, using 5W1H approach!
Naturally, “WHY” is the most important first step.

experiences of 15 Ochanomizu students. What does
study abroad mean to them, how does it change
them, what did they learn, and how is their study
abroad experience affecting their future career goals
and plans? Furthermore, their reports state “WHY”
study abroad is beneficial, academically, personally
and professionally. It is interesting to know about

The will has power – where there is a will there is a
way.

their study abroad experiences as well as the
“changes” in their overall lives the experiences have
made.

Takako Ochi 
Associate Fellow, Global Education Centre
Ochanomizu University 
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